










ス ウィフ トの プ ライ ド観(皿)
一 「ス ウィフ ト家 の隠 れ た逸 話 」一
渡 辺 孔 二
スウ ィフ トの プラ イ ド観 を調 べてい く上 で,ど うして もスウ ィフ ト自身
の プライ ドを調べておか なければな らない.今 回は スウ ィフ トのプラ イ ド
を暗示 さす 一例 と して,ス ク ィフ トが 自分の生 まれ るまでの スウ ィフ ト家
について,ど の よ うに語 っているかを見て みよ う.彼 自身述 自らを第三人
称 の形 で語 ってい る 「スク ィフ ト家 の隠 れた逸話」 ① を中心 に して論 じ
て みる.
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彼の語 る とこ ろに よる とスウ ィフ ト家 は 「ヨー クシ ャー」 の 「旧家」で
あ った.ま ずここで二つ のこ とに注 目 してお こ う.
第一 は,生 涯,英 国 とア イル ラン ドを往来 したス ウ ィフ トに とって 自ら
の祖 先 が英 国北東部 の出身で あ った とい うこ とが ど うい う意 味を有 してい
るか とい うことであ る.ス ウ ィフ トの往来 した土地 を略記 してみる と次の
通 りであ る,
ダブ リン(1667年 ゴ ドウ ィン家 で誕生)一 → ホ ワイ トヘヴ ン(1
才)一 一 〉 ダブ リン(3才)一 → レスター(22才)一 → ムア 。パ ー
ク(22才)→ キル・レー ト(28才)一 → ロン ドン(32才)一 →
ダ ブ リン(33才)→ ロン ドン(40才)一 → ダブ リン(46才)
… … ダブリンで死亡(78才).
これをみて もわか るよ うに,ス ウ ィフ トは英 国 とア イルラン ドを往来 し
て いる.彼 の生涯か らみる と,ア イル ラン ドのダ ブ リンが彼 の故郷 の よ う
で あるが,彼 の心の故郷 は アイル ラン ドなのであろ うか.彼 が 「ヨー クシ
ャー」 とい うとき,彼 の脳裡 には,彼 の過 した アイル ラン ドの姿の上 に,
英 国の姿がおおいかぶ さって いた,否,む しろ,ヨ ークシ ャ ー を,英 国
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を,彼 の故郷 であ ると彼 自らに必死で認識 させ ようとしてい た,と はい え
ないであろ うか.そ のこ とは第 二の問題点 に関連 して くる.即 ち,「 旧
家 」 と彼 がい う場合,そ の旧家 とい うの は,ア イル ラン ドの旧家 を意 味 し
ているのでは ない.英 国の,そ れ も ヨークシ ャーとい うは っき りした土地
の旧家 を意味 してい るのであ る.こ れ らの ことにまず着 目 してお く必要 が
あ る.こ の二点 に注 目 して,次 に進 もう.
この ヨークシ ャーの旧家であ るス ウィフ ト家か ら,ま ず,一 人 の著名 な
入が出 た.彼 は キ ャヴァ リエ ロ ・ス ウィフ トとい った.彼 は どん な人 だ っ
たのか.ス ウィフ トの語 るところに耳 をか してみ よ う.
彼は 「ウ ィッ トとヒzモ アのあ る人」であ った.そ して,彼 は 「ジェ
イムズ王或 いは チ ャール ズ1世 に よって ア イル ラン ド貴族に して もらい,
カー リングフ ォー ド男爵 の称 号 を与 えられ た」.し か も不思 議 な こ と に
「ア イル ラン ドには一度 も住んだ ことが なか った」.今,私 は 「不思議 な
こ とに」 とい う言葉 を付 け加 えたが,な ぜ,ス ウィフ トは ア イル ラ ン ド貴
族であ るキ ャグァ リエ ロが アイル ラン ドに住ん だこ とが ない とい うの だろ
う.こ のこ とは,前 に述べた ス ウィフ トの心の故郷 が英 国であ ったの では
ないか とい うこ とに関連があ るが,こ こでは この ま ま に し て 前 へ 進 も
う.
キ ャグァ リエ ・コは男子の相続人 を残 さず に死 んだ.ス ウィフ トが次 に述
べ てい るのは,キ ャヴァ リエ1コの娘 或 は孫娘が ロバ ー ト・フ ィールデ ィン
グ とい う人 と結婚 した とい うことで ある.こ の フィールデ ィングにつ いて
スゥ ィフ トが述べてい ることは,彼 が美男子であ ったとい うこと と,彼 の
妻 の相 当額 の持参金 を使 い果た し,しか も彼 には子供がなか った,とい うこ
とであ る.そ して,,この フィールデ ィングとい う人 は,ス ゥ ィフ トに,ス
ゥ ィフ ト家 の もう一人別の女 子の相続人が エグ リン トン伯爵 と結 婚 した,
と述べ た と書いてい る.
〔今,「スウ ィフ トに」と述 べたが,よ り正確 には「作者 に」と述べ た方 がよ
い.とい うの は,この文 は「作者」とい う仮面 をかぶ った彼 の書 いた ものであ
り,その仮面 をはず して しま うと・自ら を「彼 」と書い てし)る彼 の表現の客観
性 が うすれ て しま うからであ る.し か し,こ こで は,あえて「作者」を「スゥ
ィフ ト」 と して論 じてい く.彼 のプ ライ ドに より接近 したい ためであ る.3
叉,ス ウィフ ト家 にはサー ・エ ドワー ド・スウ ィフ トとい う,こ れ叉,
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当代 では,よ く知 られた人 がいたが,彼 に相続入がいたかど うかは,,かで
は ないと述 べてい る.
このあ た りまでの スウ ィフ ト家 の家系 は,は っき りしていない.唯,ス
ゥィフ トは,こ のあた りまで,即 ち,16世 紀の中頃 までの スク ィフ ト家
について は漠 然 と述べ ているにすぎない.し か も,か な'り「は っき り」 と
漢然 と浮 か び上 る スウィフ ト家 の人 々をほめていみ..
では,ス ウ ィ7ト 家 は,ど のあた りか ら,は っき りア イルラン ドに居 を
構 えたの だ ろ うか.
アイノレラ ン ドに居 を構 えた琴ウ ィフ ト家の 元祖 は グぞリアム ・スウ ィフ
トだ った.そ れは エ リザベ ス女 王時代末期か らジ ェイムズ1世 の統治の時
代 で あった ら しい.
さて,例 に よって,ズ ウ ィフ トは ウィ リアムの ことをど う述べてい るか
みてみ よ う.彼 は カンタベ リーの プ ゾベ ンダ リーを してい たこと もあ った
し,叉,非 常に 「高名な牧 師」 で,説 教 集 もこ しらえた.又,ウ ィリアム
は フ ィル ポ ッ ト(ヨ ー クシ ャーのゼ ン トルマ ン)の 娘 と結 婚 し,そ の 娘
(メァ リー とい う名で,1626年 に5.8才で亡 くなってい る.ス ウィフ
トの 曽祖 偲 にあた る.)が 持 って来 ていた持参金 には,全 然手 を触 れ るこ
とは出来 なか った男だ った.持 参金 は曽祖碍 が保管 したままだ っ た ら し
い.
さて,こ の ウィ リア ムの妻,即 ち,ス ウィフ トの 曽祖母の ことを,ス ウ
ィフ トは 「気 ま ぐれで,性 の悪 い,お まけに,怒 り易 い婦 人」 だった と述
べている.
ここで気 がつ くことは,ス ウ ィフ ト家 の家 系の中で浮かび上 る前述の人
物 とは対照的 に,メ ア リーのこ とを,あ ま りよ く述べていない とい う事 実
であ る.な ぜか.そ の ことを理解す るには,メ ア リーの一人息子で あ り,ス
ゥ ィフ トに とっては祖父 にあた る トーマス ・ス ウィフ トの ことに触 れね ば
な らないが,結 論 か ら先 に述べ れば,ス ウィフ トが祖 父 トーマスを愛す る
比重 の重 さの故 に,曽 祖栂 メア リーへの描写 は犠牲 になってい るとい うこ
とであ る.表 面上 は,メ ア リーが,祖 父 卜一マスを,少 年の頃,リ ンゴを
一つ盗 んだ とい う理 由で勘当 して しまったか らであ るが,し か し,こ こで
想 い をめ ぐらぜば,ス ウ ィフ トが メア リーを,そ の ことを根 にも って,非
難 してい ると取 るのはあた らない.リ ンゴーつ を盗む とい うことが法律 で
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は大 した罪にな らな くとも,道 徳的 にゆ る しがたい ことであるのは,ス ウ
ィフ トに とっては,理 屈で はな く本能的 に,あ るいはむ しろ体質的 に,直
観 的 に うなづ けることで あ り,そ のこ とを根 に もっていたわけではない .
その ことは,例 えば,ス ウィフ トがあの有名 な 「ドレピアー事 件 」 の と
き,英 国政 府が必死 にな って,ド レピアー書簡の筆者 を賞金300ポ ン ド
も出 して さが していた とき,そ の作者が スウィフ トで あるこ とを知 ってい
た唯一入の人であ る彼 の召使頭 を,酒 を飲 んで外泊 した,即 ち,召 使頭 に
あ るま じき行為を した,と い う理 由で解雇 して しま った一事 をみて もわか
る.(こ こで念 のためにい ってお くが,あ とで,ス クィフ トはその召使頭
を,又,も とどお りに復職 さしたの みならず,本 山の役僧 にまで してや っ
た.ス ウィフ トとはそんな人で ある.②)
ス ウィフ トが メア リーの こ とを良 くい っていないのは,前 に も述べ た通
り,ト ーマスと比較対照 さす ための一つの相対的 な表現 に過 ぎない.
さて,そ の トーマスの こ とに移 ろ う.
ス ウィフ トが トーマ スの ことを述べ る場合,ス クィフ トの 目は生 き生 き
と輝いていたにちがい ない.得 意満面の ス ウィフ トの顔 は,彼 が トeマ ス
について述べてい る一字一句 を見れ ば瞭然で ある.ま ずその理 由を述 べて
お こ う.一 つ はス ウィフ ト家 の他 の人 々(ス ウ ィフ トの父,母,叔 父を含
めて)を 述べてい るスペー スに比べ て,ト ーマ スへの描 写が とびぬ けて多
い こと,第 二 はその述べ方が,ほ とんど トーマ スのエ ピソー ドで しめ られ
て い るこ とであ る.〔 「ス ウ ィフ ト家 の隠 れた逸話」 の中でエ ピソー ドら
しきもの は,ト ーマス以外 の人 々に関 しては皆無 であ る.〕
この トーマ スへの描写 にいた って,ス ウ ィフ ト家 の血統 は,誇 ら し げ
b'`,スウ ィフ ト自らに認識 されているのがわかる.
トーマ スは メア リーに勘 当 されたに もかか わわらず,父 ウィ リア ムのあ
とを継いで牧師に なった.彼 はヘ レ7オ ー ドシ ャーの グ ッ ドリッチの教区
牧 師 であ ったが,叉,別 に一年約100ポ ン ドの寺 禄 も有 し,グ ッ ドリッ
チ村 に自分 の家 も建 てた.こ こ までは普通 の牧師 と大差 ないのであ るが
,
それか らの波乱 に富 んだ生涯 が スウ ィフ トにはた まらない魅力 であ ったら
しい.ト ーマ スの生 きた時代 は,あ のチ ャールズ1世 と議会 派の争いの最
中 であ った.
ス ゥィフ トは得 意な面持 ちで述べてい る.「彼(ト ーマ ス)は英国のどん
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し
な牧師 よ りも,チ ャールズ1世 への忠誠を誓い,チ ャールズ1世 を救 うた
めに幾多の苦 難 を乗 り越 えた,勇 気 ある入であ った.」
トー一 マ スにつ いて述べ ているエ ピソー ドに耳 をか してみ よ う.
1.幾 多の苦 難を乗 り越 えてチ ャールズ1世 にお金 を献上 した話.
トーマ スに は子供 が10人 もいた.お まけに,議 会 派 の 人 々 に36
回 も略奪 された.(ス クィフ トは,あ る者 は50回 以上 だ ともい ってい
る,と 正確 な回数に まで言及 してい る.)に もかか わらず,トーマ スはチ
ャールズ1世 にお金 を献上 しようと した.『そ'のお金を持ち出す方法 も,
トーマ スの苦難のあ とが うかが えるよ うな奄抜 なや り方だ っ た.ト ー
マ スは彼 の 有 り金全部 を,彼 のいつ も着七い るチ ョッキの中 に縫い込ん
だ.そ して それ を町 へ着て行 き,彼の よく知 って いる総督 の ところへ行 っ
た.総 督は 「君は チ ャールズ1世 に何を してあげ るのだ.」 と トーマス
に言 った.ト ーマスはす かさず着ていた チ ョッキを脱いで 「これを差 し
上 げます」 とい ったの だが,総 督は チ ョッキな ど取 るに足 らない とい っ
た ような顔 を し た ので トーマ スは 「私 の チ ョッ キを手 に取 って重 さ
を計 ってみ て下 さい」 とい った.総 督 がその チ ョッキを引き裂 いてみ る
と,そ の中 には一面 にお 金が入 っていた,と い うエ ピソー ド.
2.ト ーマ スの勇気 と頭の良 さをあ らわ してい るも う一つのエ ピソー ド.
あ る時,300頭 の馬 を連ねた反逆者の一団が王党派 の人 々を襲お う
と,あ る川 を一週間以 内に渡 って来 るとい うこ とを トーマ スは聞 いた.
トーマスは一案 を計 画 した.そ れは先端 のとが った三つ の長釘 のある鉄
の板 を作 って,そ れを夜 の うちにその川 の浅瀬 にお くとい う こ と だ っ
た.ト ー マスは翌朝 早 くその反逆人の一団がその浅瀬 を渡 って来 ると計
算 したか らだ った.案 の定,そ の一団は翌朝,そ こを通 った.そ して そ
の一団の うち,200人 はおぼ れた り,馬 か ら落 ちて馬 に踏 まれて死 ん
だ り,そ の トーマ スの作 った長釘 に ささ って死 ん だ りした,と い うエ ピ
ソー ド.
この ようなエ ピソー ドの持主であ る トーマスは63才 で死 んだ.ト ーマ
スの墓には短い碑文 があ り,そ れは グ ッドリッチの教会 にあ る そ うで あ
る.そ して,ト ーマ スは チ ャール ズ1世 への忠 誠の故 に,チ ャール ズ2世
の即位後は教会での地位 を約束 されて いた のだが,ト ー マスは,や んぬる
か な,チ ャール ズ2世 即位 の2年 前 に死 んだので,そ れ も駄 目にな った と
so
の ことであ る.f
これまでで,ス ウ ィフ トが スウ ィフ ト家について述 べてい るこ とを要 約
してみる と,ス ウィフ ト家が英 国の旧家 であ り,ス ウィフ ト家 には トーマ
スを筆頭 に して,卓 越 した人物が いた とい うことであ る.な ぜ,ス ウィフ
トは,例 えば,ト ーマスの よ うな人物を敬愛 し,ス ウィフ ト家 が英 国の旧
家 であ った とい うことを強 調 したいの だろ うか.
単純 に考えれば,ス ウ ィフ トは スウ ィフ ト家 の血統 とい うものを 自慢 し
たか った に相遣 ない.し か し,今 一度,ス ウィフ トの生涯 を考 え て み る
と,ス ウィフ トが彼の家の血統 を自慢 しているとい うことは単純 な意味 を
通 り越 して複雑 な意味を有 して来 る.
スウ ィフ ト家 が英 国の出身であ るとい うこと,そ して叉 旧家 であ る とい
うこと,さ らに スウ ィ7ト 家に は卓越 した人物が いた とい うこ とは,ス ゥ
ィフ トに とっては,ど うして も公言 しておかなければならない,否,'む し
ろ自分にいい きかせていなければな らない,心 の よ りどころであ ったので
はなかろ うか.
スクィフ トの父,ジ ョナサ ンは叔父 ゴ ドウ ィンの世話 にな った.し か も
結婚二年足 らずで二 児(ジ ェイ ンと スウ ィフ ト)を 残 して死 んだ.そ して
母 親 アビゲ ィルは ゴ ドウィンの世話 になった後,細 々とジ ョナサンの年金
20ポ ン ドで郷里 レスターで暮 していた.
そ して スウ ィフ ト自身は,この世 に生 まれ出る7ヵ月前に父 を亡 く した孤
児 として,しか も自分の家では な く,ゴドウィンの家 で生 れ,し か も英 国に
あ らず して アイルラ ン ドで生 まれ た.そ して,その生 まれた教区で ある聖 ワ
ーバ ーグ教区 には出生届 さえ もない といわ れている.③ 又,生 まれ てまだ
::の 顔 もは っき りおぼ えていない時期を,冊 親 の もとにあ らず して乳倒
の もとで大 き くな り,しか も母親 とは,生涯ほ とん ど一緒 に暮 したこ とのな
い(3才 で ゴ ドウ ィン家 にい る毋 の もとに帰 ったの も束 の間,毋 は郷里 レ
スターへ,ス ウ ィフ トを残 して帰 った.そ の後 スウィフ トが母 と暮 したの
は,ス ウィフ トが サー ・ウィ リアム ・テ ンプルの もとで働 く少 し 前,即
ち,1688年 の革命で ダプ リンが混乱におちい り,母 のい る レスターへ
逃 れた,ほ んのわずかな時期 を除 くと,ほ とん どスク ィフ トは母 と一緒 に
は暮 していない.)ス ウ.{フトに とって,夂,父 なきあ と,大 学 を卒業 す
るまでの間,叔 父 ゴ ドウ ィンの世話 にな った スウィフ トにと っ て,し か
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も,始 終,心 の平静を求めてい た スウ ィシ トに とって ④,ス クィフ トが
心 の よ りど ころと したのは,ス クィフ トの心 に描 く,過 去 の スウ ィフ ト家
の,英 国の 旧家 とい う,ど っ しり落 ち着いた心の故郷で あ り,し か も,そ
の旧家 か ら輩出 した,他 入にひけを とらぬ先祖の姿であ ったの で は な い
か.
「スウ ィフ ト家 の隠れた逸話」を読む と,そ うした ス ウ ィフ トの心の よ
りどこ ろが ス ウィフ ト家 とい う過去の,し か も現実 に自分の血潮 に流れ込
ん でい る,血 統に対す るイメージにあった,と い う感を深 くす る.
血統 に関 して今一つ,述 べてお くと,ス ウ ィフ トは,彼 の母 ア ビゲィル
の家柄 に関 して も,非 常に高 く評価 してい るこ とがわか るが,こ こでは そ
れ は割 愛す るこ とにす る.(一 説には アビゲ ィルは肉屋 の娘で あった ⑤
とのこ とで あ るが.ス クィフ トは,ア ビゲ イルは,か の有名 な征服者 ウィ
リアムの率 い る軍隊 の指揮官 にな った,エ リックの子孫 で ある と述べてい
る.)
過去 の幻 影 を心 の よりどころ とす るこ とは,考 え方に よれ ばむな しい も
の であ るに ちがいない.し か し,そ のむな しさこそが ス ウ ィフ トの プライ
ドの根 拠 とな っていたこ とは,間 遠いのない ことであろ う.そ のむ なしさ
は人 間の プライ ドと表裏 の関係 にあ るむな しさであ り,一 方では,入 間の
プ ライ ドに まつ わ りつ く,現 実 の身か ら離 れ過ぎてい るむ なしさであ り,







② 漱 石 全 集 第12巻 「文 学 評 論 」(漱 石 全 集 刊 行 会,昭 和11年)pp,
274～277に そ の 時 の い き さ つ が 述 べ ら れ て い る.
③TheConjuredSpiritSwift(EvelynHardy,London,1949)
p.16
④ ス ウ 〃 トの ジ ョ ン ・ケ ン ダ ル 氏 へ の 手 紙(1691-2年2月11日 付)参
照 の こ と.
Swift'SWorks,Vol.)江.PP.1～4
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